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　　　1．始めに

　ジョンソンの参事椿は変わった垂は，工夢ザベス朝末葉のイングランドの演麟的風土から麗寵し

た一輪の鋳代の精華でもあった。つとに，バスカヴィルによって捲擁されているように，この麟の

中に髭鐡される豊富なモティーフや題材は，蔦§7隼漿の岡蟹の藪懸に現れる縁とんど全ての篠狗を

提ボしていると考えられるのであるil。当隣，蚕だ駆け寒しの麟作家であったジョγソソが，興行豹

威勢を求めて，奮ず縁鋳代の態好に敬意を表したということは，極く欝然なこととして理解でぎる。

　察らの天稟の辮査を未だ充分に攫み鍔っていない作表に，よって，事実．tのデビュー作のために選

ばれた表現形式は、韓マンティック・コメディーのそれであった。その饗，この分野を醗擁しつつ

§覚窪しい成栗を挙げていた麟作i家の一人にシェイクスピアがお参．ジ翌ンソソが当該戯懸の執筆

において，シェイクスゼア流の群マンティック・コメディーから藪接・闘接の影響を少なからず受

けたことは否建できないであろう2〉。奮た，古代P一マ喜麟から，一貫した筋展麗を欝霧するという

当麟作製上の方法講轡体が，欄違いの藝麟垂（丁勉εo窺εめダE猟。総，‘．欝欝腫5§3）等の擁を挙

げるまでもなく，シェイクスピア的なのである。当戯藤以降の現存するジョンソン喜麟から聡らか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ　　　ス
なように，破の婁麟には，物語的磁びに麟慈的典鑓は縁とんど存在しない欝。

　ζ事済は変わった曇は，鰐よむもまず，工夢ザベス韓乗懸のイングランドの文学的状溌と若きジョ

ノソンの鰹性との灘会いによって苑縫いた作品として認識されなければならないのである。
か　ネ　ザ　ン　ス

文芸復興の洗礼を受けた当鋳のイングランドでは，古代ギ夢シア・・一マやルネサンス難イタ夢ア

の文学様式と至愚的文学伝統の混淆が進んでいた．蔦§7年漿のイングランドの喜麟界においては，

章　嵐稿は，曙事簿隷変わった薩再考（3〉一ヒューマー譲一」薩学論集垂（福島大学経済学会）第鱒巻儲2号

　（欝鍵）曇一72の続篇である。

麟　馨as疑rv鍵盤，欝駐こ経る。この点について嫁，疑に，畿薦曙事縫は変わった圭再考（勤」灘遜§において

　触勲．た。

2）　擁えぱ，醗cOo無我麺欝を参照せよ．

3ラ　黙離s郵長び擁稿思事籍は変わった垂再考（i）」鶉を参熱．
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露語Pマンティック・コメディーの表現彩式が生漉であ鯵，そのジャンルの中には，古典的，土蒼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　をナ　　シエ　イ
的及びその催の様々なモティーフ・題材・表現方法等が入り込んでいたが，それらの多数が常套手法

化し，飽方，多くの点で実験的試みがなされていだ垂．窪己の才筆を揮うべき方面を摸索中のジョン

ソンは，流行のPマソティッ外コメディーの神籬を倦参，その表現様式に離婚な沢灘のモティー

フや素材を篤い，縫懸に己が翻意工夫を盛り込んで，嚢分なウのr鍮襲な喜馳を産み鐡したので

あった。

　　　2、搾品の全体像

　　（鈴　古代9一マ喜麟と露マンティック・嚢メディー

　＆．古代縫一マ喜麟の材源のジ蕊ンソン的変容

　Pマソティヅク・コメディーの枠経からの当然の要請により，本書麟では色々な種類の愛が援わ

れてお参，形式的には，恋愛や友愛の賞揚が主題の一部を形成していると見敏されるが，本麟に登

場する様々な愛驚の中には，その飽に親子の愛・覧弟（締妹）愛・黄金愛等が含まれている。これ

らの愛の種々旛を表現する登場人物たちのうち，作者が筋展竸上の種本として敏擁した二つの古代

P一マ喜麟である疹捕虜たち雲と蓼黄金の壷蟄こ塵接轟来する登場大効の数は，実は多くない。ファー

ニーズ舶爵．パウβ，カミP，シャモンの各々は，『捕虜たち垂の中のヘギオ（琵eg沁），フィρポレ

ムス（P蝕鍾。費。董e搬績s），テユンダノレス（Ty蟹董＆r罎s），フィロクラテス（P養藍oc職tes）にそれらの起灘

を持ち，ジェイクスとレイテェルは，それぞれζ黄金の壷盤のエウク夢オとファエド婁ア（P飴e欲量a）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のぽに薄嬉している。名を与えられている登場大効だけでも鎗名余むに上る本戯窪蟹こおいて，上記数人

を除く登場入綾麺）大鋸分は，ジ避ンソンの麟慧に成るものなのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たた　プラウトゥスの二喜灘に塗来する入麺たちについても，原作の登場人物は敲ぎ台として楚罵され

ているのであって，ジョンソン独霧の敬愛・脚色が換えられている。それらの登場人勃は，おおむ

ね粉本のものよウも，多様性に富み，厚みを増し，感簸的な懸が強烈に造璽されているように見受

けられる。舞えば，感椿的鑓藏に聾して言うならば，ファーニーズ猿爵では父性愛が，パウ・とレ

イテェルでは恋愛が，カミPとシャモンでは友情が，エウク婆オでは黄金への愛蒼怒，種本のもの

よりも強調的に表現されていると考えられる。特に，パウ・とレイテェルの恋愛は．ジ雪ンソンの

麟作と奮ってよく，『黄金の壷露のファエド夢アは舞台裏にいて声しか灘こえない縁んの端役である。

　材灘となった二つの古代P一マ嘉慶と本麟との大きな根異点は，恋愛との薦わ多方の中にも求め

られる。恋愛への関心が雄とんど感じられない前者とは異な吟，後考においては，恋愛が，主題と

プPッ卦展竸の上で重要な役割を果たしている。『事績は変わった薗では，プ辞ッ鋒ま，形式的にで

あれ，パウρとレイテェルの恋愛を成就させるように進展するのであウ，そこから導き塩される主

題の…つは，無擁で純粋な恋愛の称揚という錬腐なものに飽ならないことも否めない。恋愛縫心を

多様化し，筋展騒を紛麟させるために，作者は，ファーニーズ伯爵，アンジェ賞，ク辞ストフェρ，

アニアンの4人にもレイチェルヘの恋愛感椿を持たせ，更に，シャモンとオー夢一婆アとの恋愛騨

係を鎗めとして，諸々の人勃の閥にも恋愛緩係を設定した。

紛　段a嘘erv灘鎗§1幾稿rζ事鷺紘変わった悉再考（賛」輔参懸．
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銭々家：ぎ事済嫁変わった』再考（遵）

　睡．対照・類似牲と縫マンティック・灘メディーの表現形式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とど　当該喜麟におけるジ量ンソンの翻意工夫は，勿論，恋愛関心の導入のみには鑑憲らない。先にも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シチユエ　シヨン
触れたとおウ，作表は，多くの鰻盤的な登場大勢を新たに造璽し，少なからぬ状　溌・逸話等を付

け換え，独欝の言譲空聞を麟造したむ舞えぱ，ファーニーズ鎗爵の二人の娘である孝心夢心サアと

フィーニクセラは，典鑓となった原作毒こは全くその鰐慈劾がなかったものであ疹，噺謂快活の人と

沈思の人というこれら二つの薄漿的な入物繰の案鐵によ参，題材豹にも，濠たプ・ット展雛の点で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コントラスト
も，この戯麟はかな疹多様挫を増しているのである。麟照性の導入・設定の観点からすれば，パウ

ρの左構を裏勢疹，牽転勤な恋情からレイテェルに善い寄るアンジェ・という人物の造型は，見遺

ごすことができない。後とパウ揖の破綻する友情は，カミPとシャモンの堅露不鼓な友情と鰐宣し

てお吟，一方，自己中心的で移疹気な霰の恋籍嫁，パウ担とレイテェルが互いに捲き合う綾愛と薄

黙的なものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノぞうレゆ
　靉靆・慧髭牲と共に当喜麟を特籔縫けているのは，類穆・穏纏縫であろう。弼えば，レイテェル

に薄する懸想と愛の告白という類繊の局面慧，轟合5人の人物たちによって反復され，愛するもの

の追求（もしくは保持）・喪失・瞬復という繕繊の状溌絃，ファーニーズ懐爵と息子たち，ジェイク

スと金貨，パウPとレイテェルの諸鷺係に．おいて，董春的に表現されている。また，ジューニパー

とアニアンの左構は，野卑・な形態を取ってはいるボ，シャモンとカミPの友簿の撫鬱勃であろう．こ

うして，薄熱的及び類鶴のモティーフ・状溌・人物造型・患来事等によって，当鐵麟の多様性・多

面性は増撫し，筋は錯綜したものとな参，主題は強調されるのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファめス　　　サブプヨツト
　この当時のPマンティッ外コメディーの一般的流儀に従って，本書麟にも笑麟的な脇筋が搬え

られているが，その脇筋は，攣にジェイクスに纏わるだけのものではない。この麟には，ジューニ

パーやアニアン等の土着イングランド的な召使いたちによって購成される茶番・道化の髭界も存窪

してお疹，こういつたPウ・コメディーの麟灘・導入によむ，本麟の復合性は更に増し，その鰐象

観客屡の裾野は拡げられていると考えられる。

　　（2）　受講織纏わる諸問題

　3．愛の種々相

　蠹毒麟における様々な形の愛のうちで，特に持続的で離象深いものは，二人の、憲子パウ鷺とカミ

麟こ繋するファーニーズ伯爵の父性愛，録競に薄するフィーニクセラの愛椿，黄金に鰐するジェイ

クスの愛着心であろう。更に，カミ・とシャモンの友愛，パウPとレイテェルの恋愛もこれに簾え

られるかも知れない。これら以磐にも色々な愛清が描かれているが，全体的にみれば，男女闘の恋

愛麗係は数多く設定されているものの，それらの構結約翻馨の追究は，さほど本賂的ではなく，む

しろ御壁な参な場合すらある．恋愛簾孫の中心をなすと考えられるパウ・とレイテェルの場合で

も，彼らの愛ボ正落勢って開題になるのは，麟頭と麟末に邊ぎない。しかも，本麟のヒβインであ

るはずのレイテェルは，総計5名もの男たちに恋されながらも，全篇中で，鈴行縁どしか語るべぎ

台講を与えられていないのである。一見建びやかで多彩な恋愛縫孫は，情緒的な裏打ちが少なく，作

者の共感や感篶移入の希薄さを感じさせる場合が多い5｝。それに反して，炎幾の愛構，友人縫の倭頬

この点に黙しては，縫＆SL3圭7腫8，32§も霧見解である。
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　　　　　　　かつごう関縣，黄金への渇稗といった点では，欝感鹸こ濃厚なものが感じられることが少なく旗艦

　ところで，本戯麟の中では，愛の肯定的簿嚢ばか参ではなく愛の否定的灘藏も重た取参上げられ

ている。時には，愛婿の否定面の縁うが強請的に造墾されていると思われること解あるのも事実で

あるア》。愛は，支醗的篶念として人格を占有し，人聞に愚行を狸さ塗易いが，愛の繋象が失なわれた

際にも，種々の反慈豹感精が形成され，それが支愛的濤念化して，愛の場合と講様の結果を喚起す

る難いが小さくない。愛籍の繋象の喪失によって慧起される諸慰籍掠，一駿的には，その愛籍の強

さに，．癒じて強烈化するものと推灘される．

　実は，ファーニーズ伯爵の父性愛の存蓬が最も尖鋭に感知されるのは，綾が，息子パウ・の不在

に苛立つとぎ（墨．v齢，失なわれた息子カミ嶽を懇って嘆くとき（歪、震），捕虜となったパウρの身を

案じ，その奪還が畔わ織と考えて激怒し，悲嚢の状態に隠るとぎ（亙置難vl至V芯滋lV孟x，雄）等な

のである．子供（類憶子）を失なった父親の悲し恥ま，本轍こおいて暴騰緒的濃密痩の轟・も

のの内の一つで効，凝んど悲麟麟と言ってよい哀舞さを帯びた場面（珊x等）もある・この方

面における作妻の感嬉的共振を疑うことはできない9》。

　臨．作者の実生活との関係

　当該戯麟の中で搭かれている自分の息子（あるいは子洪）の喪失が，無考の実生活しの翫来事を

反狭しているのか否かは，窮確には分からない。欝彊年に結婚したジ翌ンソンは数人の子を得るこ

とになるが，子供たちは砦父鰍鵬早くこの盤を去ったらし轡認エピグラム剣（働ゆ灘s・

藩蔦）には，夭逝した我が子についての二簾の哀悼詩「験が長女に寄す」（“（擁My郵rst亙〉a曙墾terナ”

昂磐．22），ヂ我が長男に寄す」（“0貧My費rs走S｛搬．”⑳忽薦）が含まiれているが・ジ蔓ンソンの長

男ベンジャミy（B磯鋤鋤が生蝋たの雛獅年，疫病で亡くなった鋸鵬3年であ鰍峨力宝

長女に．寄す」の麟作年代は，焉鰭葎から欝欝年濠でのカト貸ック鱈稗蒔代に属するものと推定され

ている糊。これらのことから，当喜麟が執筆された欝§7年の離業頃には，恐らく，作者はまだ我が

子の死を経験していなかったであろうと推灘される。だが，後に二篇の追悼詩に，定蒼される，干を

失なった父性の悲しみは，ファーニーズ猿爵の中に充分に先取酵されて表麗されているのである。更

に，i騰2年蔽のζスペインの悲麟叢への撫筆部分が，我が子の死を受け容れる際に父幾が殊わう若

秘を主題としていることを考え餅量ると購，ジ葺ンソソが，父と子の襲係．殊に子供を失なった父親

の構緒的鰯面に次ぎな関心を麹ぎ，それに共感し，その文学的造型の点でも吝かではなかったこと

力量浮き彫鯵になる。

6）

7〉

8）

§）

臨
ii）

8麓t騰35瑠§を参、難、。

懸＆S工：3i7に，も類｛鉄の捲嫡がある。

B鍵t｛搬3藪3§参照．

晦墓s2警，騒，8§，鯵97，i鶉，麟に鑓る。

波蝕a茎麟欝，e虚．，β躍如s碑二翫郷（LG盤6鵬0漁で麗P、主甑臨22・2磁5趨る・

詳しくは，B簾鰭R欝一27における考察を参郷，されたい。
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佐々木：参事欝捻変わった垂再考（勧

　c．愛の麟象σ〉嚢失によ鯵形成される諸感精

　次に，母幾へのフィ一二タセラの愛濾の存在は，亡くなった舞幾に対する緩女の遍笈の哀旛から

窺い知られる。フィーニクセラの濠親は，この麟の騰始謡講の時点で没しているので，檬窺への纏

女の愛の強さの認霧は，その哀悼表境の深灘さによるしかない。この事舗においても，裟分の受箱

の蝿象が失なわれた蒔の人閣の反感，特に悲哀や憂欝等の慰籍が覆題にされているのである。

　また，ジェイクスは，黄金への敬愛の念，それを秘密裡に録持しようとする執善心，その安否を

気遣う懸念，飽人への猜疑心等の点で，嬉めから簸鵡で異常であるが，黄金を失なってからの一層

常軌を逸した緩の言動（V．溢，x鎗は注目に魅する。自らの愛着の財象を喪失したジェイクスは，驚

愕し苛立ち怨む（V．め，更に進んで悲嘆と絶望と自暴欝棄の錨窺的状態紅至るのである（V．x量）．

　作贔の麟半では恋愛感締の表鐵が希薄なク蓼ス昏フェPも，アンジェpに欺かれる覆（V．量）から

恋燐いの様趨を呈し，恋する人レイテェルの失鞍の後には，獲的な状態に臨る。破の場合にも憲た，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さま最終幕において，愛する繋象の溝失によって惹起された悲嘆・怨磋・絶望の念に取疹懸かれる様が

呈ぷされている。

　従って，認知の場懸の嚢繭に展雛されるファーニーズ懸爵，ク婆ス卦フェP，ジェイクスによる

各妾各様の悲嘆の蛙霧の場面（V．x，x量）は，愛の鰐象を喪失した参翁奪された参した蒔の人闘の鋳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しすウつたい
鰭的反慈，その際に発生する諸感構，更に，それらから鐵来する愚行を集約的・象籔的に懸いてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ　　　　か
るという意殊で，やは今重要なのである。この簿駈における3人の輪曝的あるいは蓬走麟的な愁嘆

は，懸式的・繊式的であるだけに，大袈裟な慰籍表現は藏錘化されて滑稽感を醸し寒し，悲麟的で

深灘であるはずの諸悪欝も中瀦され，喜麟のクライマックスに見合うように変容させられている鱗。

　いずれに燈よ，作表が，愛濤の薄象の喪失により形成される諸感構に尋常ならざる関心を抱いて

いたということは，疑いを容れない．豪た，ファーニーズ懐爵と二人の慰子，パウPとレイテェル，

ジェイクスと黄金，のいずれの場合でも，愛する鰐象の喪失と繧復がテーマになっていることは，確

認しておかねぱならない羅。

　　（馨）　喪失と露復のモティーフと伝記的事実

　＆．受精の対象の喪失・被鍵奪体験と偉者の題材選択

　ここで問題となるのは，ジ避ンソンの幼少年時代における癖i圭露な喪失・被景彗奪体験であるむ媛が

その多感な鋳鞘に，薄らにとって掛け替えのないもの，灘ち愛の鰐象と呼び得るようなものを次々

と失なったり，その喪失に気付かされたうした次第は，醗に遠べた購。それらの失なわれた貴重なも

のとしては，父雛転来の財産，紳士の身分，実の父親，（継父に奪われた）羅窺の愛椿の一鶴，実の

父の代葦璽とも奮えるキャムデンとの学校での饒弟関｛系，ウエス卦ミンスター校の残みの課程と更に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フラストレ　ソヨン
上級の学校における学業の継続等が数えられる。これらの喪失体験による欲求不請を弓1き擢って

臨々とした青年蒔代を送っていたジョンソンの（恐らくは）魑女麟麟であるゼ事精は変わった遜の

i2）　塞該場灘については，雛編網事情は変わった圭專考‘2擁雄翻3軟弱事濤濠変わった圭再考（3擁騒曝2及

　　び擁。の醗a羅25を参照せよ。

欝）　縫覆S王：3慈を参蕪。

蕪）　織縞繹事済嫁変わった圭再考縫擁5翻52参懸。
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中に，綾の喪失体験が濃厚な影を落としているとしても縛ら不思議ではないであろう。

　作者が，自分の麹えている破舞奪・喪失体験及びそれらに纏わる諸感情を作品の中に解放し，そ

こに封じ込めようとした灘に選訳した財源がプラウトゥスのぎ蕪虜たち至とぎ黄金の壷選であった

ということは，従って，単なる潟然であるとは考えられない。舞よ今もまず，『捕虜たち垂は，ヘギ

オの二人の患子テユンダルス，フィ藤レムスの喪失と奪還を該に騨舞する嘉慶であ参，積金の墾

は，エウク夢オの黄金（金貨）の詰まった壷の保持・喪失・醤復（？）をめぐる喜麟なのである。もっ

とも，郵黄金の壷垂の原典の最後の部分（第5幕第i場の途中以降）は散逸して震り，話の結末の詳

総は分窮でないが，残存している「擾籔i」（Aギ暮綬鶏e且t疑磁歪）からは，一度失なわれた黄金の壷は，

再びエウク夢オの手中に漏することが窺われる揖。

　ジ繋γソンは，古代ρ一マ喜麟からプ欝ットを欝欝するという，蚤鋳としては1決して珍しくない

方法紅，単に喜霞的に追従したのではなくて，自分の鍔実な問題意識に基づいて，運勢な舞灘を主

難的に選び取ったのである。作者は，ヘギオをファーニーズ伯爵に変え，エウク夢オをジェイクス

に変えることによって，愛するものの線持・喪失・繕復に襲わる人間の言動，特にその喪失に鞣し

ての入閣の構結約狡徳を深く羅む下げて醗究し，紙面に定着させた。表現された後ら（なかんずく

ファーニーズ雛爵）の癖窮な喪失体験から，作者の構鰭釣業曝・感濤移入を察知し，そこに作者密

身の喪失体験を重ね合わせて見てみることは，必ずしも牽強鰭会とは奮えないであろう。

　鯵．顯望充足手段としての喜麟様式

　失なわれたものが繊復され，悲しみが消滅する結末を持つ本戯麟は，それ該，作者の願望充足の

意殊を担っていたことになる．この喜麟では，主に最後の工場，即ち第5幕第稔場・第欝場に齢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　ウ　むコ
いて，死んだと患われていたウ行方不購であった参した着たちが帰還し，溝失していた勃1の雀魑が

発見され，それ藻で覆われていた真の氏素姓が舞鞘し，家族溝再会して真の家族関係が発見・確認

され，男女二線の婚約が行なわれ，麹藷は有終の美を饒って閉幕する。末尾を購成するこれらの猛

掛けは，言う豪でもなく，ギ夢シア新喜褻から古代羅一マ喜麟を経て，当時のイングランドのPマ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンヴエンシきン
ンティッ外コメディーに連なる喜麟的伝統の纏定まりの約束事であ鯵，公式のようなものであっ

た。豪た，灘紳狂気に遜略のから浄化や調律へと至る麟の進展は，フライ醸磁鼓r囎Frye）や

バーバー（C．L．B＆τbα）が取り上げてi論じたように，シェイクスピア（嵐）の喜麟に．特籔的なもの

であ参瞬，この権造的轄鍛は，嚢該喜麟にも適合する。

　こうして，当籤麟の中に露分の実体験と糧似の漾々な喪失体験を盛り込み，そこに自らの余麹的

感椿を放嶺・解敏した作者は，堤実の量界では至馨箋満尾させることのでぎない欲求不満を，　賞マン

ティック・コメディーの購造的展開を倦むることに．よって，虚構量界において補賎しようと試みた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　　ヴメ　ン　ト
のではなかろうか。従って，喪失されたものが懇復され，悲しみが喜びに変わる筋の運びを有する

　　　　　　　　　　　　　　え　ダ　イ　ル賞マンティック・コメディーの表翼様式を，この時覇の作者が瀦繕した摂藪には，単に，興行的成

功のために当時人気の高かった表現形式を倦照したという経済的・野心的運癌のみならず，甕己の

i5ク、耀ぬ癩，盤暮騰e惣搬i玉魏si｝重きに撚る。

蕪）　この隠題1こ絶しては．Bar船擁論捻転撫稿理事梼諺変わった圭專考縫擁63を参照せよ。
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佐々木：ゼ事精隷変わった圭再考縫）

撮本的徳勤・欲求に根差した誠実で主雛的な理霞が存蔑していたと推灘されるのである。自分の喪

失体験に患来する欲求不満を作品に投入し，その壷講堂算の中で，喪失されたものを騒復させるこ

とに．よって瀬望充足を馨った作者は，自らの満たされぬ欲望や鬱勃を虚権作品に昇華させたものと

考えられる。更に，欲求不満に発する破壊的衝嚢に突き動かされ，反鮭会的行動に鐵て産金への不

適簿を示すことの多かった，特にこの当時のジョンソンにとって，その意辣で，本喜麟を書くこと

は，一種の適応機麟でもあったと言い得るであろう。

　　（姶　作品執筆による作家的資質の発見

　農．欝マンティック・灘メディーの精神へめ共感の不足

　しかしながら，当該鐵菱蟹ま，作者にとって，完全にはあるいは充分には願望充足の役を果たさな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケライマブケス
かったと考えられる。それは，と参わけ第5幕第建場（及び第欝場）の，最後の出場であるべぎ

再会・認知の場懸に示駿されている。ここで登場人秘たちによって経験され表患されるはずの歓喜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なあざむ
や感動は希薄であり，鞍らの鋳緒的反応に麗する作者の掻いは，この場悪ではかな参等閑の感があ

る。

　例えば，再会の場懸の蟹頭は，以下のように講かれている。

〈Co露難ず〉．　（）盤yδεere艶麗」｛｝we茎CG搬e、

翻｛欺r．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陶董v　Loτ6C纏艶麗‘｝鴛費露7

ε触、　醗y（｝43夕欝’．

c地誌．　　　　　　　R鋸漉4．

ノ域7、　　　　　　　　　　　　　　　　My　go玉｛玉1～窪｛〕宛ε」7　董簸ぎ・暮。茎67

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（V．x盤．レ2）

また，ガスパーがファーニーズ懐蒋の息子のカミPであることが判饗する一締は，次のようなもの

である。

　c触．丁嚢ε貸〈船w＞簸。驚。でe撚夢G鶴舞暫，雛t磁漉紛，

Ta歎ε簸｛〉t圭ce　o重yo簸ギ｛at簸εr：ge准t亜e醗e盤苧

St＆礎盤Ot識躍6；煙re孟s呂t罎εt，

W誌撫議臨。的t瞳，｛o灘δa碁。慧極量s醗cke

T盤at登量9墾t，a貧く窪童灘　yi詫ε離～4もy盤y｛農t轟er，

（W恥憾簸9量9簸ora鑑，w懸盤懲e蓋繍aδ，

C歴s旗εδ養雛G卿ε野）簸or磁歪re残eale

T簸重s　secret　t重縫亡盤重S難ower　to　a登y盤a駐．

　Co麗箆蓄、　（）薮盆亜）欝y　re琶e至a重量。簸！　o　t｝豊est簸。写漸er　l

O溢y磁郷f蜘i

ピ
3

3



蕗　　学　　論　　集 第綴巻第3号

　P肋、　　Os繊盤薯ε鰐旨rot瞭l

　F縦搾．

βe簸。茎｛董蓑ow　t鼓e　a董x》縫簸｛量＆登ce　o乏盤墨s圭ov

Dで。脚磁s娠盤塗竃e麗es　o｛g13甑esse．

　c躍躍．

Forg童簸εt鼓y蛋＆t嚢eτs茎3t（∋a縫ster童ty．

離礁ゴ欝漉α鐙1

0盤yもoyl

（V．x重量、蓬iう3）

愛の韓象を失なった鋳に登場メ、物だち（鞍にファーニーズ伯爵）淋示した遍麹な憲での精纏的反応

と比較するならぼ，問題の場謡における精感の乏しさは奇異なほどである。最後の出場での登場入

麺たちの歓喜・感動等の感椿表現の生彩のなさは，どうやら，作者自身がこの仮構的場藤を機成す

るギ夢シア新喜麟的猛掛けの現実性を信じられず，充分に感構移入でぎなかったという建藤で，被

　　　　　　　　　　　おろそを〉の驚繕褻｝農彗覆1の肉付けが麟薯力・にならざるを得なかったことによるもの，　と懇｛象される冷。

　失なわれた子供の懇復，死の終局鐘の否定を初めとする数々の非現実的趣海にジ量ンソソが十分

に．共鳴でぎなかったのは，一つには，鞍の気質的額肉，また一つには，それ豪での苛酷な人生経験

の故であったかも知れない。この時覇の鐸考は，当時のイングランドで流行の獄マンティック・コ

メディーの枠緯・表現様式を舞難し，その中に嚢分の実人生にお捗る総題意識を盛冬込み，多様牲

に富み洗練されたr鍮快な喜麟」を器弄搬こ作む上げたが，喪失された貴重なものが軽復され，悲嘆

が歓毒に転免するというプ韓ット購造を持つこの喜麟形式に内在する楽観的・肯定的精神には，つ

いに麟染めなかったのであろう麟。その結果，有終の美を簸るべきクライマックスの場藪での感濤表

義が熱意のないものになったのである。

　懇．麟作家としての方向性の自己認識の場

　・マンティック・コメディーの表現濠式に含重れる籍神に馨分があまむ共感でぎないということ

に気付いた作表にとって，本壕彗は，自己の資質を発見するための場ともなったであろう。作家の最

　　　　ぶつ誘難の鐸勅は，その作家にとって，多かれ少なかれ実験的作品であるはずだが，ジ量ンソノはこの

習作酌実験作を執筆する過程で，嚢らの作家的資嫉に関して，その徳に沢山の発見をしたと考えら
　　　　　　　あゑ　たれる。舞えば，数多の恋愛関係を設定したにもかかわらず，この当時の作裏は，それらの感構的褒

墨の方面には，充分乗祭気になれなかった。これに反して，肉幾の愛，黄金への愛蒼，友愛等の愛

や，愛欝の瞬象の喪失に起露する諸感蒲を難く後の才筆は非凡である。殊に，愛構や，愛の麟象の

喪失に鰹して惹莚される感繕によって，精神が占鳶・支蔑され，その結集懇待が行なわれるさまは，

かなり入念に表現されている。時に，作毛は，欝マンティック・コメディーの中にあ鯵ながら，愛

の肯定的灘面よ吟はむしろ否定的灘面に，よ箏大きな縫心を陶けていると感じられるほどなのであ

る。

葺）　繕露s29喉§及びき3鍵t樋3争藪を参難。

建〉　MC£｝（通盆欝欝畷§，24．2暮君｛擁こおいても矯様の建解が嚢溺されている。
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義々本：ζ事椿は変わった』再考（紛

　豪た，ジェィクス，ジューニパー，アニアンを中心とするファノレス的脇筋に隷・て示され窟’る

作者の天稟にも，覆い難いものがある。特に，金貨に麩せられ，その安否に一喜一憂するジェイク

スを葎購繰こ造型する手魏の確かさには，新進のも鋭は思えぬところが劾，ジュー二・しの気

取った難譲癖と誤称された言葉選いの中に，常葉に難ずる作者の董々ならぬ関心が発て取れるので

ある。その毯では，降ウ・コメディーにおける召硬いの購繰の登場人物たちの活写にも見るべぎも

のがあろう．こうして，当鐵麟の麓作によって，作者は，麟作家としての§己の才艇の長駆と短断

を発見し，これから自分が雛擁していくべき分賢を認識することになったと考えられる。

　　（5）　そめ後の作者の諸作品⑫展開

　＆．エ1メザベス女王時代¢戯麟群

　しかし，で乍考の…長堤様式の転換が，短蓼寺難の内に麟1的に，行’なわれたと推戴するのは誤鯵である。な

るほど，弛ンソンの第2藪蘇ま，ナッシュによって書ぎ姥められたものを完成させ縛犬の鰯で

あったかも知れない。そして，この芝屡は，難灘上演禁止を命じられるほどの非常に，破壊的な講麟

麟であったらしい。無考は，以後，『十人十色肇，罪ヒューマー澄し遜，蓼月の女神の饗宴垂5繊非詩人選

と，次々に．実験的力作を発表してゆく。恐らくチャヅブマンの野浮かれた一磯に．触発されて執筆

されたζ十人十色韮は聯，ヒューマーの機念を方法講の一つとして難い，人物群像を描く，人間の様々

雄諮雁動・嫁一ンの解調であむ，更に，作灘こよって聴謙鋤護糊として一抵されてい擁ヒュー

マー
Xし茎，『月の女神の饗宴董，ζ蟹葬詩人垂は，解語「麟場戦争」（‘‘W鍍。董議eT艶麗res吟とも

絡み合いながら，一作ごとにその誤想的手演を雄し進めていったものであった。いずれの場合にせ

よ，ぎ事椿は変わった至の後にジ垂ソソンによって書かれ，麗存している瞬つの工婆ザベス朝暮濠彗は，

総て，・マンティックな表現様式ではなくて講麹的・写実主義的なそれで麟作されているのである。

　ところが，工璽ザベス女王時代の作者は，これらの鼓懸と壷行して，一般大衆欝けの還俗的芝居

を書ぎ続けたということも重た忘れてはならない．難破べたように，工夢ザベ禅騰に執筆さ義

散逸したジ董ンソン藤彗には，知られているものだけでも，ぎ犬の島盤の飽に，『熱い怒穆もすぐ冷め

る郵共著），蓼プ夢マスのペイジ駅共著），誓スコットランド王ロバートニ澄蟹共著）』せむし穿チャー

ド遜があ疹，これらのうち，少なくとも，『熱い怒参もすぐ冷める茎籔，ポーターの置アビソドンの

二人の怒れる女たち蓋（τ池須瑠護離g拶賄耀躍4叢δ魏914醗，ア蔦8湯に鱗た，若者たちの恋愛

を援う撲活な喜麟であったと鑑定され，『プ夢マスのペイジ露も，家庭悲麟ではあったけれども，真

の愛鋳をめぐるものだったらしい癩。

　これらの二番薫じ的作品は，共著であれ単独作であれ，経済的に窮乏していた作者によって，工

婆ザベス朝来駕の一般民衆の好みに半ば違令して作製されたものであったと考えられる。作者自身

が，これらの藪莚蟹こ薄し，執筆当時どのような評癒を下していたのかは，蓮確には分からない。し

　　　　　　　　　　　　　いっかし，少なくとも，今韓では敵供した工婆ザベス韓蒔代の麟の麟作を通じて，作者は，好むと好ま

ざるとにかかわらず，この時代に人気のあった湊麟形式や表現様式から，知らず識らずかなりの影

欝〉　この麗の事構託ついては，擁吏ばR壕gs3審38を参難。

騰）　鑛稿等事濤嫁変わった屡再考建）」灘略奪参黙．更に議しくは，駐a質醗整鷺に当たられたい。

自
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響を受けたに穏違ない鱒。結局，i§欝年の第レ二折飯繕作集雲では，ぎ事椿は変わった磨と共に，

それらの瞬本群は聡に葬られ，工婆ザベス朝の戯麟としては，ぎ十人十色塞，匿ヒューマー直し』，『月

の女神の饗宴悉，蓼雛非議人選の尋篇が選訳され，これらの方が，ジョンソン的蕉統性の機念を確立

するための一翼を捲うのである。

　碁．チャー膨ズ一難時代の戯麟群

　だが，ジ避ソソンの後難諸善麟の表現様式籔，我々に復雑な感懐を麹かせずには麗かない。チャー

ルズ…世鋳代の罫新罎簸金蓮（τ肋S魏舞εダ醜欝s，鯵購），ぎ新し亭嚢，『磁力失人茎，『撥物譲塞にお

いて，結末は幾組かの婚約・結婚（あるいはそれらに類するもの）によって彩られる。鷲に，郵新し

亭選は，男女醐の愛を主題としたβマンティッ外コメディーであ今，ぎ磁力夫人遜やζ桶物語嚢で

も，男女の縫線を中心として鰯が進展する。また，ぎ新し夢垂では，長難潤行方不霧であった奏淋翼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りかごわれ，真の身元が判窮し，家族闘孫が蕉常化する。更に，『磁力夫人卸こおいては，揺籃の中で摩り

替えられた二人の赤子の姦体が，長い年月を経遇した後に，露鑛するのである。

　これらの喜麟群にみられる以上のような特籔は，工婆ザベス女王時代に流行した喜麟，と参わけ

ロマンティック・コメディーの特色でもあるということは言う蛮でもない。パートンも遠べている

ように，隆年の作者は，一つには正夢ザベス輯の盤雰とその蒔代に特徴的な文学形式への編愁から，

こういつたテーマや表現様式を使駕したのであろうと推灘される泌。そして，特に，工夢ザベス韓時

代後難を特鍛付けていたPマンティック・コメディーの表現形式を驚いたジョンソン自身の工費ザ

ベス麟喜麟が，罫事簿は変わった選であった．

　また，久しく人間の愚かさや駆悪さ等の否定的領域を追究してぎた作者が，醗年に至って寛容化

した人生観を持つようになった時，人間を救済した参瀦解させたりするために，このようなρマン

ティック・コメディーの諸方策が役立ったということも見逃してはならない。チャールズー澄時代

のジョンソン諸善麟は，それまでの臨作戯麟群の展開の論運的一帰結とも見做され，その際に方法

論を擾供した表麗様式である工夢ザベス期末のPマyティック・コメディーの一つに，罫事濤は変

わった垂があったのである。従って，この藪麟は，一薩の独立した文学作品として意義・癒纏を有

するのみならず，作者の後難喜麟との関連という見地からしても重要性を持っていると考えられる。

　　　3．ヒューマーに臠する考察

　ヒューマーの機念とそれに基づく人物造型の点でも，多事犠は変わった曇は注脅すべぎ作贔であ

る職e

　（麟　ヒューマーの語義

本麟においては，ヒューマーという難語への意識性は，まだあまり高くなく，この言葉は，機ね．

2簸　8ar韓鼓28を参照．

22）　唇a践。嚢麟参難。

23）　構餓齢に騨わるr単語ヒューマーとその擬生齧の薦鱗分析」及びrヒューマーの綴念と人勅選璽」について

　　は，撲稿鐸事梼稼変わった蓋再考（3擁戯一72において詳緩に議われている。
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（イ）気質・気性，（・）気分・機嫌，（ハ）特定の精神的頼肉・心の頻き，気紛れ，の意辣で菱常さ

れてお参，すぐれてジョンソン的なヒューマーは，むしろ人勃造型の中に予璽的に表現されている。

　　（2）心理的意練における真性ヒューマーσ〉概念と人物造墾

　段．真性ヒューマーの定義と当該喜麟の登場人霧

　窪老は，後に『ヒューマー壷し茎の序幕において，ある一つの特薦な性質が人聞を占有し，その

総ての感椿・精神・能力を合流させ，一つの方薩こ流れさ量るとぎ，これを難こヒューマーと呼ぶ

こと力竃できる，と説いた（葎｝掲；E露40，至蟹至．i縣一鱒）2蔀。この，ある一特奮生に．よる人格の破占：有状

態を，心選曲意殊における真性ヒューマーと名付ければ，ぎ事績は変わった妻では，様々な愛旛や，

その愛鷺の鰐象の喪失によって生超する種々の反感的・派生的感鷲（のうちの…つ）をある一特性

蝿とする色々な真性ヒューマーが描ぎ込まiれている，と見敬し得る。主に．ラジェイクス，フィ一二ク

セラ，ファーニーズ線爵，ク婆ス卦フェPの浮人については，真性ヒューマー的な造型が，飽の登

場人物たちの場合よ参も瞬嫁になされていると考えられる。もっとも，ジェイクスを聡いては，登

場人物の造型が首尾…貢して真盛ヒューマー的手法によって行なわれているわけではないので，当

喜麟における真性ヒューマーの搬い方は，後の作品での発展的形態から見るならば，未だ必ずしも

本格的なものとは言えないのである。

　麹．真性ヒューマー型人霧造墾とジェイムズー穫時代の談藪麹

　次に，携えぱ，蓼十人†色選のソレP（丁簸（｝τe董沁）の焼ぎもち（影謡。総y），罫ヒューマー嚢し垂の

マシレンティ（漁d重織e）の興研e鷺vy）とソーディード《S・r磁・）の強欲（段vaで董ce）等に襲

わっても，心遅的意鎌での難iヒューマ嘩の人勃働縫型されてはいる。けれども表題こヒュ｝

マーという単語を食んでいた鯵，その言葉に麟する意識性の強い罫十人十色韮と「薯麟的講索射三

連作においてよ箏もむしろ，作者のその後の作品，特に円熟難の諸喜麟〔『ヴ産ルポウニ茎」エピシー

ン，またの名無韓な女主（勘蜘醗ε，騨丁魏S魏魏駒耀離，欝欝），『錬金徳麟圭（丁地爆漉ε漉鉱

欝欝），ぎパーソロミューの縁鑓（君群醜麗δ湧ε欝翫か，懇④等〕においての嫌う賦真性ヒューマー

の機念を基礎とした入物雛写は，より多数を占め，よ参威勢を叡めているとも考えられる。と今わ

け，ぎヴ津ルポウニ垂や『錬金徳鑛垂の繋され役（欝欝たちの言動は，真性ヒューマー釣人笏造型

法の魅力ある成果である，と見徹すことができる。

　しかし，ジェイムズ一盛時代のこれらの喜麟こ飢・ては，ある一特性として灘巨ユーマーを形

成するものは，もう愛情やそこから濠生する感椿などで櫨なく，貪欲（greeδ）や簿欲（董総t）等の，

より破壊的・否定的な本灘的欲望であることが普通なのである。ジェイムズ一重蒔代は，ジ葺ンソ

ソ中筋の豊熟鋳代とも重なっていた漆，この時簸のジョンソン喜麟に支蔑的な主題・表現権式は，讐

に真性ヒューマー釣人勃織写を要請したとも言える。この時代の作者の喜麟的表現様式は，夢ア妻

スティックな講麟婁麟のそれであ参，その主題は，物欲・無欲。肉欲等の霧狭・鼓舞であることが

多かった。それ議1に，食欲や鷺欲等のある一蓉性に．よる人格の被占有状態としての真性ヒューマー

2勧　轄に，雛稿簿事鋳億変わった圭再考（3遼蝦を参黙。
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の凝念は，それらの喜餐において，権当に強力で喬魏な大効造璽手段た警得たはずである。

　　（勘　擬似ヒューマーの概念と人霧造饗

　騒．擬鍛ヒューマーの意殊概念と当該毒麟の登場人物

　心鍵的意殊における真性ヒューマーから，真性ヒューマーを穫撤する擬態ヒューマーが，蓮講的

には涯生するが，この二次的ヒューマーも蓑た，早くも参事鷲は変わった垂の中に醗菩的・漂灘的

に懇さ込まれている。練緯に連想的な事纒を捲定すれば，擬態ヒューマーとは，真性ヒューマーを

装う（気取る）こと，諮琵確には，装われた（気取られた）真性ヒューマーのことである。

　真性ヒ諏一マーの擬装・擬態が積極的・肯定的な愚蒙を持ち得たのは，真性ヒューマーを｛桀幾人

と結び付けて考える文化朗伝統ボあったからである。また，巌時のイングランドでは，饒にヒュー

マーという難語そのものが濫驚されるようになって餐撃，その当然の結果として，摸嶽の範弼とな・

るべき董統的なヒューマー（郷ち，本誌文における藩謂心理的真性ヒ講一マー）の機念§棒が暖蘇

で，それに対して各懸人によむ勝手な意殊付与がなされており，従って，そのような麟表を擬装し

た疑麟ヒューマーの覆われ方も様々であった。ジョンソンが，羅ユーマ｛｛し紛序麟の中で，心

理的意殊における真性ヒューマーの本来の定義を揚言した後に，特に騒装上の特異性によって真性
　　　　　　　　　　　　わら
ヒ蕊一マーを装う愚か者を酸い，以て薪ある一つの猿真鯵的な，あるいはまた（善い換えると）風

変わ今な（餐ζ紛れな）顛i禽封としての疑鯵ヒューマーを撰：半彗した（観鐵；E翻0，璽嚢6．i欝畦7）のも25｝，

　　　　　　　　　　　　　コンテクスト
以上のような歴史的・縫会約文賑においてであった。

　擬鯵ヒューマーは，実際には癒めて多様な形態を取るとは言え，本質的には奇抜な特籔（群）を

擬装するという点で共通している。その癒状の程慶には，ほんの気紛れ的な軽癒のものから，翼い

性と成って穫性化した重症のものまであ鯵，更に，その擬態の巧幾にも，本性が驚痙に透けて見え

る機いものから，真性ヒューマーと見紛うばか参の高度に巧妙なものまで溝存在する。だが，これ

らの種々の擬似ヒューマーは全て，強弱の趨違こそあれ己惚れ・虚栄心・自己愛に発するというこ

とは否定でぎないであろう。そして，『事構は変わった墨では，具体的には，主としてジューニパー・

パキュー・フィ二才の3人の登場大勢において，その後発展してゆくべき擬舞ヒューマーが，趨型

的・萌芽的に表現され，摂究されていると考えられるのである．

　騒．擬似ヒューマー聖人犠造璽と工瞬ザベス女王時代め諸戯麹

　多分，器§7年初漢のチャップマン作郵浮かれた一購の興行的成功を契機の一つとして，蔦98年

にζ十人十色茎が執筆され，それに続いて「喜麟的講麟」三三部作が離礁されることになる。これら

のジ三ンソン喜麟においては，心理的意稼での真性ヒ謀一マーようもむしろ擬鯵ヒューマーの方に，

よ吟大ぎな縫心が寄せられていることに注軽しないわけにはゆかない。この時難，特にその蒲辛に

おいては，購時代のイングランドでの簿語ヒューマーの濃霧と真性ヒューマーの擬装という流行現

象を，作毛は活写し郷癒してお移，ζ事構は変わった遜の中のヒューマーという言葉の養灘法の一藻

及び擬繊ヒューマー型登場人勃の人物造璽が，それらのプ賞トタイプとなっていることは否めない。

25）　特紅，擁穂弱事鷲隷変わった圭再考13）…懸，総略7参熱．
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擬鯵ヒューマーの観点から覧れば，蓼十人十色嚢では，擁会の入麺群縁の中に，軍人気取今や詩人気

取励憾写され，ぎヒューマー塵し墓においては，擬綾ヒューマーが真性ヒューマーから医欝され，

撹甥的方法が主に擬蝕ヒューマーに向けて尖鋭化される。次に，繋の女神の饗宴遜では，擬鯵ヒュー

マー ｻ象を惹超する勇馨と考えられる自己愛・虚栄心が取参上げられ，『轡非詩入選においては，真

琵の詩人を装う鯵非詩人の縫題が更に深く追究されるに至る。

　　（4）　臓マンティック・篇メディーの枠緩みの中のヒューマー的人勃造璽

　参事椿は変わった垂の中に，心蓬約憲殊における真性ヒ諜一マ一壷びに擬態ヒューマーの諸形態が，

原i肇的あるいは萌芽的紅表愛されているからといって，この藪麹を漸謂ヒューマー護麟と晃轍：すこ

とはでぎない。当該鐡麟は，第一義的には，難くまでも・マソティック・コメディーの枠緩みの中

で鍵えられるべきものであ鯵，ジョンソンのどの喜麟を承格的・鑑統的なヒューマー喜麟と考える

にせよ，エンクのように，当鐡麟をジ還ンソンのr最初のヒューマー喜麟」（“玉醸滋CO盤畷y⑰｛

擁無。欝s”）と弊び，その講刺性を過大視するのは，後のジ豊ンソン薯麟との整合性を求める余彗の

歪懸的解毅でしかない聯。作春は，当鋳流行の寡マソティック・コメディーの表現様式を驚いて作品

を執筆する遷程で，その後農覚的に追究されることになるヒューマー釣人鞠造型に遽参着いたので

あった。その意味で，本麟は，真性・擬鯵爾ヒューマーの点においても，作者にとって，糞己の天

資や本覆の発見のための重要な場を饗供したと考えられるのである。

　　　塗．終瞬こ

　　（重）以後の諸悸贔鉱おけるrジ丑ンソン的」表現様式め確立遇穫

　慶に論じたように，ぎ事構は変わった垂作製後のエ｝ザベス軽時代のジ荘ンソンは，蓼†人十色書及

び三つの「喜麟的講薦盛を執筆してゆく一方，主に共著の形で，瞬鋳代の支蔑的表現様式紅よむ忠

実に基づいていた（と推灘される）悲麟・喜褻群をも書ぎ続けている。ぎ事簸は変わった遜から番十

人十色垂への転換を成し遂げていた作者にとって，今や失なわれたこれらの諸鐵麟は，主として経

済的運縷から麟作されたものだったのかもしれない。だが，この特薦の作者が，自分の麟昏上の方

法に薄し磐石の馨鱈を捲いていたと考えるのも誤摯であろう。ぎ事椿は変わった塞を書くことによっ

て，ある程度玄で自己の資質の万両牲を掘握した作者は，甥蒔に当時の一般的表現媛範にも関心を

持ちながら，徐々に自らの方法意識を確露たるものとし，尖鋭化していったものと患われる。ジ葺

ンソン流の夢ア夢ズム1こ敏る講麟的な喜麟の表現様式は，このような邊程を経て，次第に擢1ぎのな

いものとなっていった。欝欝年に作者が第レニ新本『著作集蓮を霧行した際には，その方法講・

表現形式は，罫十人十色選と「喜麟的議麟」三連繹以外の全ての工夢ザベス韓懇密作鐡慈を欝験する

ほど豪でに確立されていたのであった。

　（2）文学作品としての意義と懸髄

往々にして，廼女作に糠，作家のその後の作品における多くのものが胚給しているものである。参事

2奮　翫改欝5遭艮を参照せよ．
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鋳は変わった』が，極めて厳密な意殊で，作者の勉女鐡麹であるのかどうかは，分からない。しか

し，この麟淋，現存する最初覇）ジ強ンソン作の藏麟である可能性は高い。そして，以後のジ葺ンソ

ン（喜）麟において，よ鯵嘉慶に洗練され発達した形で醗死するはずの幼芽が，盛該喜麟の中に，豊

かに．内包されているのを発見して，我々は驚嘆の念を禁じ得ない。勿i論，本麟は，独立した一麹の

文学作品としての恵義や麺魑を有するものであるが，後のジ温ンソγの鐵懸の各々をより深く藍当

に運解するためにも，また，ジ蓑ソソン麟の発展過程を大局的に究霧するためにも，淫して無視す

ることがでぎない｛乍晶なのである。

　当該鐡麟の中のヒューマー的人物造型法は，以後の大濠分のジョンソン喜麟で穏いられるけれど

も，擬鍛ヒューマーは，主に工夢ザベス牽騰代の初鰹婁麟こおいて硬究され，心運的慧殊での真性

ヒューマーは，特にジェイムズ一盛時代に権当する鐸者の中（円熟〉難に，その最も魅力ある表現

をみるに至る。蔓に，当戯懸の骨賂となっているPマンティヅク・コメディーの鱗形式は，麗なく

放棄され，後に作者の後難のチャールズ一重時代になって，正夢ザベス朝難へのノスタルジアやジョ

γソソ（婁）麟の倫蓬的・審美的展醐の論運的な帰趨を背景として，この麟においてとはまた瀦の

意殊を帯びて再興矯されることになる。このような意殊で，『事驚は変わった遜は，後のジ葺ソソン

の諸餓慈において発現・騒花する諸要素を麟菩的・原璽的に孕んだ喜麟であ鯵，その見地からの作

贔解霧も必要とされるのである。本論文はそうした試みの一つでもあったことを，ここで付言して

おかね豪まなる重い。
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